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晩生品種導入地区における斑点米カメムシ類の広域防除の効果

は　じ　め　に

水稲では，登熟期の高温による玄米品質の低下を回避
する手段の一つとして晩生品種を導入する動きが多くの
地域でみられる。新潟県においては，主力の ‘コシヒカ
リ’は中生に位置付けられているが，これより出穂期，
成熟期が遅い晩生の ‘新之助’の普及が進んでいる。
水稲の病害虫防除の主要な手段として，無人ヘリコプ
ターなどによる広域防除があり，本県では斑点米カメム
シ類を主な対象として，栽培面積のおよそ 1/2で実施さ
れている。広域防除では，通常，出穂期や生育に違いが
ある水田を，地域的に 1日あるいは数日間で一括して防
除する。水田単位では，斑点米カメムシ類に対する防除
適期はイネの出穂期以降であり，1回散布の場合には出
穂期の 7～10日後とされている。地域内では，出穂期の
異なる水田が混在していることがふつうであり，広域防
除では，できるだけ多くの水田が防除適期に収まるよう
に，防除時期を設定することが重要になる。本県の品種
構成は，中生の ‘コシヒカリ’の面積が大きく，次いで早
生品種であり，出穂期の幅は 7～10日程度である。この
ような条件で，アカヒゲホソミドリカスミカメ，あるい
はアカヒゲホソミドリカスミカメとアカスジカスミカメ
の混発に対して，1回の広域防除で高い効果が認められ
ている（石本，2007；石本・岩田，2017）。
近年，晩生の ‘新之助’の普及が進み，水田間の出穂期

の違いが 2週間程度に拡大している（図―1）。また，県
内ではアカスジカスミカメが増加し，ほとんどの地域で
優占種になるとともに，アカヒゲホソミドリカスミカメ
との混発が常態化している（岩田ら，2021）。このよう
な条件では，現在実施している斑点米カメムシ類に対す
る広域防除の効果低下が懸念される。
本報は，広域防除実施地区における晩生品種への防除

効果を確認する目的で行った調査の結果を紹介する。な
お，この多くは筆者が作物研究センター在勤時に実施し

たものである。いずれも研究報告などで発表済み（石
本・岩田，2021；2022；岩田・石本，2021）なので，詳
細はこちらを参照いただきたい。

I　イネの早晩性とカメムシの種および発生量の関係

一般にカメムシ類による斑点米被害は出穂期が早い品
種で多く，また，カスミカメムシ科のアカヒゲホソミド
リカスミカメやアカスジカスミカメでは，割れ が多い
品種で多い。アカヒゲホソミドリカスミカメではこれら
のことが特に顕著で，極早生，早生で割れ が多い品種
で斑点米が多発する。アカスジカスミカメでは，これま
でに割れ の影響は評価されているが，出穂期の影響は
明確にされていない。
殺虫剤散布がない条件で，出穂期の異なる数種品種の

カメムシの発生を比較すると，アカヒゲホソミドリカス
ミカメは早生品種で多く，アカスジカスミカメは晩生品
種で多く，発生期間も長い傾向がある（図―2，図―3）。
しかし，晩生の ‘新之助’の斑点米率は低く，いずれの年
次も 1等米基準の 0.1％を下回っている。アカヒゲホソ
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アカヒゲホソミドリカスミカメ
を主対象とした広域防除の適期

7/23 7/25 7/27 7/29 8/1 8/3 8/5 8/7 8/9 8/11 8/13

出穂期（月/日）

早生

中生

早生

中生

晩生

図－1　新潟県における熟期別，出穂期別の水稲栽培面積（模式図）
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